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我
が
家
の
狭
い
庭
に
今
年
も
茗
荷
が
二
十
個
ぐ
ら
い
で
き
た
。
秋
口
に
も
少
し
揺
れ
る
。
若
い
時
は
茗
荷
な
ど

感
心
が
ま
っ
た
く
無
か
っ
た
。
七
十
才
を
迎
え
、
変
わ
ら
ぬ
日
々
を
送
る
大
切
さ
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
中
七

の
「
佳
と
せ
る
暮
ら
し
」
が
非
常
に
良
い
。
味
噌
汁
に
素
麺
の
薬
味
に
茗
荷
の
子
は
か
か
す
事
が
で
き
な
い
。
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歳
越
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に
け
り
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現
在
、
男
性
の
平
均
寿
命
八
十
一
才
女
性
は
八
十
七
才
あ
と
五
～
六
年
後
に
は
九
十
才
を
越
え
る
と
の

事
！

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
為
、
ク
ラ
ス
タ
ー
と
か
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
か
、
あ
わ
た
だ
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。

甚
平
を
着
て
人
生
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
じ
っ
く
り
考
え
る
の
も
乙
な
も
の
で
あ
る
。
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歓
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ロ
デ
ィ
を
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水

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
八
時
か
ら
の
テ
レ
ビ
番
組
「
エ
ー
ル
」
は
ま
さ
に
古
関
裕
而
の
番
組
で
す
。
福
島
県
の
出
身
で
、
歌
謡

曲
、
応
援
歌
、
軍
歌
な
ど
五
千
曲
を
作
曲
し
た
大
作
曲
家
で
す
。

早
大
応
援
歌
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
応
援
歌
も
そ
う
で
す
。
私
は
「
紺
碧
の
空
」
「
長
崎
の

鐘
」
「
と
ん
が
り
帽
子
」
が
好
き
で
す
。

今
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
し
ば
ら
く
は
世
界
全
体
が
暗
く
あ
わ
た
だ
し
い
中
み
ん
な
が
元
気
を
も
ら
う
に

は
ピ
ッ
タ
シ
の
句
で
す
。
上
五
の
「
夏
雲
」
が
良
く
き
い
て
い
ま
す
。
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